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2016年東日本大震災津波から５年が経過し復興

へ着実に進んでいることは皆さんもご承知のことと

思います。

我々連合宮古地域協議会では、「希望郷いわて国

体」においてボランティア募集の話があったことで、

５年前全国から「復興ボランティア」としてこの宮古

地域へのお力添いをいただいたことへの恩返しと

思い団体での登録をし、各加盟組合員の皆さんの

ご理解とご協力をいただき、１０月１日～１０月１０

日の間でボランティア活動のご協力をいただきま

した。

ここに感謝申し上げます。

宮古地協では環境美化係の任を果たしました。

一般ボランティアさんと高校生のボランティアさん

と合同で会場のゴミ拾いやゴミ箱対応、各県への

ゴミの収集、タンブラーの水やりなど、会場の環境

美化に努めました。 (^^)/

１０月８日には皇族の「真子」さまそして、リオ五

輪・レスリング女子銀メダリスト「吉田 沙保里」選

レスリングの写真は撮ってませんでした。(^^;)

おもてなしコーナーでは１日３００食の振る舞いがありまし

た。(サンマのみそすり身汁・鮭汁・ひっつみ汁・サンマの

塩すり身汁の日替わり)１１時からオープン!

長蛇の列が、１時間もしないうちに３００食はなくなって

いました。(^。^)

写真についてはセーリング会場!  一般ボランティアはオレ

ンジのベストを着用。帽子は記念に贈呈なそうです。(^^)/

日作労組さんのメンバーです。

一致団結して頑張りました。＼(^o^)／
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２０１６年８月３０日にかけて岩手県を襲った台風１０

号の影響により宮古・岩泉・久慈地域に死者行方不明

者を出す甚大な被害を残し北海道へ! 北海道でも甚

大な被害を受けた。

宮古・岩泉・久慈地域では国道が寸断され孤立状態

となる地区も多く見受けられた。

また、家屋の浸水被害は５年前の津波被害をも超え

るともいわれている地区もあることや、津波被害を受け

再建しなおした方も、５年たって浸水被害に見舞われ

た方たちも少なくない。

このようなこともあり、連合岩手として地域貢献を柱

に「復興ボランティア」を行うこととした。

しかし、平日でのボランティア活動を行うにしても、状

況としては集約に困難を極めることが想定されるため、

金曜日と日曜日に絞り(３０日を除く)１０月末までの予

定で募集をかけることとした。

１１月についてはボランティアセンターと連携を図り継

続するかは、状況次第とすることとした。

使う道具をチェックし、軽トラに乗

せ、準備オーケー！

ボランティアの方たちはワゴン車

へ同乗し出ぱぁ～つ!

依頼主宅の周りの泥だし担当を

決め掘り進む! (^^;)
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１０月１４日参加者・・・気仙地協(岩教組)菅野敦・千葉文子・宮古地協佐々木正人で参加!

１０月１６日参加者・・・釜石遠野地協(岩教組)菊池利行・宮古地協(日作労組)長澤栄治・連合岩手大槻忍で参加

今後１０月中の予定は２１日(金)・２３日(日)・２８日(金)の予定で実施!

連合岩手を含む気仙地協・釜石遠野地協・宮古地協合同でのボランティア活動として皆さんのご協力をお願いいた

します。!!

お知らせ ２０１６年１１月１０日(木) １８時～ 「レストラン ほりた」にて

連合岩手宮古地域協議会第２８回年次大会開催!

今期の反省を踏まえ、次期への活動の補完の大会となりますので、各加盟単組から

の大会代議員に選出された方々の積極的な参加をお待ちしております。
２


